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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第１四半期連結
累計期間

第44期
第１四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 8,386,044 8,505,951 34,412,377

経常利益（千円） 868,968 1,063,781 3,668,057

四半期（当期）純利益（千円） 359,696 542,609 1,867,083

四半期包括利益又は包括利益（千円） 318,582 345,295 1,888,405

純資産額（千円） 39,011,31739,262,23239,862,414

総資産額（千円） 43,629,01444,139,95945,358,103

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 8.32 12.96 43.49

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
8.32 12.95 43.48

自己資本比率（％） 88.9 88.4 87.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．当社は、従業員持株ESOP信託口が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式として計上して

おります。したがって、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額の算定にあたっては、「普通株式の期中平均株式数」から当該株式数を控除しております。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

<システムソリューションサービス事業>

当第１四半期連結累計期間において、NSD International,Inc.（米国現地法人）を新たに設立し、連結の範囲に

含めております。

<人材派遣事業>

主要な関係会社の異動はありません。

<不動産賃貸事業>

主要な関係会社の異動はありません。

　

この結果、平成24年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社８社及び関連会社１社により構成されること

となりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、生産活動の回復や復興需要を背景に、徐々に持ち直してまいりましたが、

一方では欧州債務問題や、長期化する円高、電力不足への対応等、依然として先行き不透明な状況が続きました。

情報サービス産業におきましては、景気回復期待に伴い企業のIT投資に増加の兆しがみられるなど、環境は回

復基調で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループは積極的な受注活動と新規事業の推進、品質管理やプロジェクト管理の

強化に取り組んでまいりました。

その結果、売上高につきましては、主力のシステムソリューションサービス事業が順調に推移したことにより、

前年同期比増収となりました。また利益につきましては、不採算案件が解消されたことにより、前年同期比増益と

なりました。

　

当社グループの業績は、以下のとおりとなりました。

売上高 8,505百万円（前年同期比 1.4％増）

営業利益 970百万円（前年同期比40.8％増）

経常利益 1,063百万円（前年同期比22.4％増）

四半期純利益 542百万円（前年同期比50.9％増）

　

セグメント別の業績は、以下のとおりとなりました。

①システムソリューションサービス事業

・情報サービス事業（ソフトウエア開発事業とコンピュータ室運営管理事業）につきましては、企業のIT投資が

堅調に推移したことにより、売上高は7,703百万円（前年同期比1.4％増）となりました。

・ソフトウエアプロダクト事業につきましては、取扱い製品の増加や復興需要により、売上高は330百万円（前年

同期比19.9％増）となりました。

　

②人材派遣事業

・企業の雇用環境は引き続き厳しく、売上高は362百万円（前年同期比11.1％減）となりました。

　

③不動産賃貸事業

・賃貸物件（元社員寮等）の安定した稼働により、売上高は109百万円（前年同期比0.5％増）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は27百万円であり、システムソリュー

ションサービス事業に係るものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 48,172,160 48,172,160
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 48,172,160 48,172,160 － －

（注）提出日現在の発行数には、平成24年８月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間において発行した新株予約権及び新株予約権付社債はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

当第１四半期会計期間において、いわゆる買収防衛策の一環として発行した新株予約権はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成24年４月１日
～

平成24年６月30日
－ 48,172 － 7,205,864 － 6,892,184

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 5,672,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,413,700 424,137 －

単元未満株式 普通株式 85,660 － －

発行済株式総数  48,172,160 － －

総株主の議決権 － 424,137 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の

株式がそれぞれ300株（議決権３個）及び80株含まれております。

２．「単元未満株式」には自己保有株式61株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）  　 　 　 　

株式会社ＮＳＤ
東京都新宿区西新
宿２丁目７番１号

5,672,800 － 5,672,800 11.77

計 － 5,672,800 － 5,672,800 11.77

（注）１．上記自己保有株式には、単元未満株式61株は含まれておりません。

２．当第１四半期末（平成24年６月30日）の自己保有株式は5,671,701株です。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,697,980 18,960,211

受取手形及び売掛金 7,866,662 5,576,215

有価証券 1,001,340 1,000,000

商品及び製品 19,971 36,185

原材料及び貯蔵品 3,603 5,558

その他 812,799 780,485

貸倒引当金 △18,866 △12,841

流動資産合計 26,383,491 26,345,814

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,930,191 3,953,399

土地 5,031,002 5,030,508

その他（純額） 316,406 300,537

有形固定資産合計 9,277,600 9,284,445

無形固定資産

その他 225,484 241,355

無形固定資産合計 225,484 241,355

投資その他の資産

投資有価証券 5,756,025 4,453,461

その他 3,732,656 3,832,036

貸倒引当金 △17,155 △17,154

投資その他の資産合計 9,471,527 8,268,344

固定資産合計 18,974,612 17,794,144

資産合計 45,358,103 44,139,959

負債の部

流動負債

買掛金 533,560 444,181

1年内返済予定の長期借入金 332,000 332,000

未払法人税等 651,356 480,988

賞与引当金 531,158 14,192

役員賞与引当金 39,300 14,250

株主優待引当金 44,547 41,418

受注損失引当金 23,737 －

その他 1,719,471 1,966,783

流動負債合計 3,875,130 3,293,815

固定負債

長期借入金 502,000 336,000

退職給付引当金 1,060,696 1,191,098

その他 57,861 56,812

固定負債合計 1,620,558 1,583,910

負債合計 5,495,688 4,877,726
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,205,864 7,205,864

資本剰余金 6,892,184 6,892,184

利益剰余金 34,938,710 34,417,577

自己株式 △6,560,339 △6,427,571

株主資本合計 42,476,420 42,088,055

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △367,376 △562,937

土地再評価差額金 △2,329,768 △2,329,768

為替換算調整勘定 △171,882 △181,327

その他の包括利益累計額合計 △2,869,026 △3,074,033

新株予約権 2,102 2,890

少数株主持分 252,918 245,319

純資産合計 39,862,414 39,262,232

負債純資産合計 45,358,103 44,139,959
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 8,386,044 8,505,951

売上原価 6,981,073 6,824,000

売上総利益 1,404,971 1,681,950

販売費及び一般管理費

給料及び手当 296,486 299,167

賞与引当金繰入額 6,160 4,200

役員賞与引当金繰入額 14,170 14,250

福利厚生費 55,788 88,945

賃借料 81,380 77,394

減価償却費 13,820 14,940

研究開発費 58,742 27,609

その他 188,891 184,891

販売費及び一般管理費合計 715,439 711,399

営業利益 689,532 970,551

営業外収益

受取利息 23,600 19,512

受取配当金 62,026 62,382

受取家賃 880 －

助成金収入 86,639 －

その他 10,456 15,535

営業外収益合計 183,603 97,431

営業外費用

支払利息 12 －

為替差損 2,656 3,060

租税公課 1,139 1,140

その他 358 －

営業外費用合計 4,166 4,200

経常利益 868,968 1,063,781

特別利益

固定資産売却益 55 －

特別利益合計 55 －

特別損失

段階取得に係る差損 44,089 －

ゴルフ会員権売却損 － 3,842

減損損失 1,371 494

災害による損失 1,497 －

その他 421 －

特別損失合計 47,379 4,336

税金等調整前四半期純利益 821,644 1,059,444

法人税等 453,133 509,143

少数株主損益調整前四半期純利益 368,511 550,301

少数株主利益 8,814 7,692

四半期純利益 359,696 542,609

EDINET提出書類

株式会社ＮＳＤ(E04822)

四半期報告書

 9/16



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 368,511 550,301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42,377 △195,561

為替換算調整勘定 △7,551 △9,445

その他の包括利益合計 △49,929 △205,006

四半期包括利益 318,582 345,295

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 309,767 337,603

少数株主に係る四半期包括利益 8,814 7,692
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

(1）連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結累計期間より、NSD International, Inc.を新規設立し、連結の範囲に含めております。

　

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、一部の子会社につきましては、前連結会計年度の実際実効税率に法人税率の引下げ及び復興特別法人税を加

味して計算をしております。

 

【追加情報】

（従業員持株ESOP信託に関する会計処理について）

当社は、当社グループ従業員に対する福利厚生制度の拡充を主な目的として、「従業員持株ESOP信託」制度を導

入しております。

当該制度は、当社が従業員持株会に加入する当社グループ従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者とする

信託（以下「当該信託口」という。）を設定し、当該信託口は３年間にわたり持株信託口が取得すると見込まれる

数の当社株式を、予め定める取得可能期間内に取得し、その後、当該信託口から持株会に対し、当社株式の売却を行

うものであります。

当該信託口に関しては、信託期間満了時に信託収益がある場合には受益者たる持株会の会員等に金銭が分配され

る他益信託という法的形式及び契約を重視し、当該信託口で所有する当社株式の処分損益については第三者に帰属

する取引として処理しておりますが、当該信託口の借入により負担する一切の債務について当社が保証しているこ

とから、当該信託口が所有する当社株式や当該信託口の資産及び負債については、自己の取引とみなして連結財務

諸表に含めて計上しております。

なお、信託期間満了時点で当該信託口に当社株価の下落による株式売却損相当額が累積し、当該相当額の借入残

債がある場合は、従業員持株ESOP信託契約に基づき当社が当該借入残債を負担することから、これに伴う費用が当

社において発生します。

当第１四半期連結会計期間末において当該信託口が所有する当社株式の数及び金額は543,000株、467,732千円で

あります。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 87,105千円 84,910千円

のれんの償却額 96 －

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月11日
取締役会

普通株式 1,232,106 28平成23年３月31日平成23年６月７日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株ESOP信託口に対する配当金32,432千円は含めておりません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月10日
取締役会

普通株式 1,045,089 25平成24年３月31日平成24年６月６日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、従業員持株ESOP信託口に対する配当金17,392千円は含めておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

システムソ
リューション
サービス事業

人材派遣事
業

不動産賃貸
事業

計

売上高     　  

外部顧客への売上高 7,869,370407,859108,8148,386,044 － 8,386,044

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 83,926 5,746 89,672△89,672 －

計 7,869,370491,786114,5608,475,717△89,6728,386,044

セグメント利益 645,781 12,093 31,599 689,474 57 689,532

（注）１．セグメント利益の調整額57千円には、セグメント間取引消去97千円、全社費用△40千円が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

システムソ
リューション
サービス事業

人材派遣事
業

不動産賃貸
事業

計

売上高     　  

外部顧客への売上高 8,034,022362,599109,3298,505,951 － 8,505,951

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,237 96,435 5,473 103,146△103,146 －

計 8,035,259459,035114,8028,609,097△103,1468,505,951

セグメント利益 937,203 13,744 27,202 978,149△7,598 970,551

（注）１．セグメント利益の調整額△7,598千円には、セグメント間取引消去97千円、全社費用△7,695千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 8円32銭 12円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 359,696 542,609

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 359,696 542,609

普通株式の期中平均株式数（千株） 43,235 41,877

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8円32銭 12円95銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 11 11

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

─────── ───────

（注）当第１四半期連結累計期間の「１株当たり四半期純利益金額」の算定にあたっては、従業員持株ESOP信託口が所

有する当社株式を連結財務諸表において自己株式として計上しているため、「普通株式の期中平均株式数」から

当該株式数を控除しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成24年５月10日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(１）配当金の総額 1,045,089千円

(２）１株当たりの金額 25円

(３）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年６月６日

(注）平成24年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月13日

株式会社ＮＳＤ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三浦　洋輔　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柳沼　聖一　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＮＳＤの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＳＤ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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